
・66 稲 田

 「”eルオキシダーゼ」量の腫瘍組織の老成攣遷

く新鮮、過熟、壊死）に俘ふ湘長を検索し併せて

肝、腎、． ﾘ及睾丸の「ペルオキシダーゼ」：量を測

完．して之が爪長と全生態の癌腫症性攣遷糎過と

の無事を槻察した、荷最後に第1編から第鴨編

に亘る本論丈を絡臆して 1）BaoWn．PearCe系

癌腫家兎の腫瘍の酵素作用、2）癌腫家兎の肝

の酵素作用、 3）癌腫家兎の腎の酵素作用、

4）癌腫家兎の筋の酵素作用、』5）癌腫家兎の睾

丸の酵素作用、6）癌腫家兎の血．清の酵素作用

・rc了して夫々牽強成績を述べてみる。（桑原抄）

  「リ画ケンベルグ」反懸に罰する知見補潰

  第8編 所言胃正常白帯X｝こ就て

               高崎  澄

        同  誌

 正常「でウス」の血液中には血小板並に赤血球

を帯荷せしむる一種の正常豊麗（正常帯荷素）を

湘當多量に含．有してみるものと思惟ずる． A荷か

かる抗禮は生れて間もない時から血中に存在す

るが量的には成熟「マウス」の方が遙に多い様で

ある。（桑原抄）

  腸「チフス」旧態に：騙する實瞼的研究（N）

               大江 乙彦

        同  誌

 1、 腸「チフ．ス」菌「ワ．クチン」：或は「ワクチン」

上浩を人選の鼻腔或は口腔より噴霧として接種

する時は、使用する「ワクチン」の濃度及び同敷

・によb差異があるが2－3遍以内に血液内に抗罐

の獲現が言睦められる0

 2、謙虚産生度は使用「ワクチン」の適量にも

、左右さるるが接種同数に左右さるる事遙に大で

ある。

 3、鼻腔から接種する揚合は口腔から接種す

る揚合に比して抗纏産生度は大である。

 4、腸「チフス」菌「ワクチン」上溝を接種する

．掛合には腸「チフス」菌「ワクチン」を接種す

る場合に比して抗腿護照が速かで且つ丁度に現

れるQ

 5、鼻腔、口腔より腸「チフス」菌「ワクチン」

及び上溝を墳霧として接種しても全身的並に局

所的に何等認むべき副作用を認めない。 （桑原

抄）

  Sareosporidtiaに題する研1究

  轟膿毒を以て冤疫せる家兎血溝の補艦

  結合：反賑並に沈降：反；藤に就て

               荒瀬 恒雄

        同  誌、

 牛を寄生主とする佳肉胞子愚膿並に豚を寄生

主とする位譲胞子鐡騰に就き、爾者を血清心的

反癒に於て比較研究し即ち家兎26頭を3群に分

ち各回家兎につき本選禮の生薬「フx．ルマリン」

虎置毒及び加熱毒を夫々最小致死量以下から一

定の間隔にて漸壌的に注射して家兎を冤疫し

た。該冤疫血溝に就て補艦結合反鷹及沈降反慮

を検するに第1群家兎では強度の反慮を呈し第2

群及第3群家兎では其に比し弱い。又牛系並に

豚系本活量抗原に封ずる犀疫家兎血濡の補髄結

合反癒並に沈降反慮を比較すると豚寄生贔騰抗

原並に寄生黒馬抗原の質置結合反歯は略2F行し

運勢抗原に封ずる沈降反鷹も落選準行する。（桑

原抄）

  海狽：再鑑熱の實瞼的研究（田）

  接種直後の海狸に及ぼす冤疫家兎血満

  の影響

              小林 樵夫

        同  誌、

 海運に牽天蟻蜂鋸熱「スピロへ・・一テ」を接種す

ると同時に同株冤疫家兎血清を遮塘的量：に注射

し該血清が海猿墾を了して接種「スピロヘーテ」

に及ぼす影響を「アグロメラチオン」に依って魏

察したQ（桑原抄）

  腸「チフス」菌「ワクチン」による鍛種冤

  疫法の撰究（1）

  経皮的方法による航腱の産生に就て

              齋藤  慧
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